
 

                         

令和８ 年度以降の奥の細道鳥海ツ ーデーマーチの開催方針の検討について 

 

山形県奥の細道鳥海ツ ーデーマーチ実行委員会事務局 

 

遊佐町において、 奥の細道鳥海ツ ーデーマーチは町内外の方が多く 参加さ れる ビッ グイ ベ

ント である 。 し かし ながら 、 大会が 31 回を迎え、 現在の大会を取り 巻く 情勢や今年度の大会

の様子、 奥の細道鳥海ツーデーマーチ実施本部各班から の反省事項・ 大会運営取り ま と め等

を精査し 、 来年度以降の奥の細道鳥海ツ ーデーマーチの開催の在り 方について検討の必要が

ある と 考えた。  

 

【「 ツーデーマーチ」 のこ れま での経過】  

・ ポス ト べにばな国体の事業と し て、 年代問わず参加でき る ウ オーキングによ り 、 町民のス  

ポーツ ・ 健康づく り を推進し てき た。  

・ 遊佐町は日本ウ オーキング協会の２ 代目会長である 金子智一氏の故郷である 。  

・ 遊佐町の恵ま れた自然環境・ 景観や、 歴史文化資源を全国に発信する 機会をつく る 。  

・ 東北で唯一の日本マーチングリ ーグ公式大会（ 現在は全国で全 17 大会） と し て開催。  

・ 平成 12 年( 2000 年) の「 子ど も と 歩こ う YUZA宣言」 など 、 歩行文化のま ちづく り を推進。 

 

【「 ツーデーマーチ」 と し て２ 日間イ ベント を行う こ と の意義】  

・ 滞在型の参加を促し 、 海と 山に面し た遊佐町の魅力を知っても ら う （ 交流人口の拡大）。  

・ 地域での宿泊や消費を促し 、 地域経済の活性化や商工振興・ 観光振興につなげる 。  

・ 参加者相互の交流や、 参加者と 地域の方々と のふれあいの機会が増える 。  

・ ス ポーツ の日常化への寄与（ 体への負担の少ない健康ウ オーキングの推奨）  

・ 国際市民ス ポーツ連盟の認定イ ベント と し て２ 日間、 距離記録の認定が行われる 。  

 

【 今年度の参加者数等の実績】  

 延べ参加者 1, 910 人  実人数 1, 517 人（ 町内 790、 県内 348、 県外 379）  

 日別参加者数 9 月 6 日（ 土） 1, 405 人、 9 月 7 日（ 505 人）  

 県外は 47 都道府県中、 40 都道府県から 参加 

 → ピ ーク 時は２ 日間延べ 4000 人参加。 現在は半減（ 東日本大震災～コ ロ ナの影響大）。  

参加者が減少し ている が、 依然と し て全国から 多く のウ オーカーが参加し ている 。  

 

【 現在の課題】  

・ 開催から 30 年以上経過し 新鮮味が希薄になっている こ と や、コ ロ ナによ る 大会中止や昨年

の豪雨災害によ る 大会中止など によ る 大会の不定化によ り 、 町民の関心や参加意識が以前

よ り 低下。  
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・ こ れま で事業に協力をし ていただいた団体が、 令和８ 年度の大会から は人員不足等によ り

協力困難である 旨申し 出があった。 ま た、 今年度ク マ出没の影響で協力し ていただけない

集落がある など 、 町を挙げての運営協力体制の構築が困難。  

・ 参加者数の減少と 町内宿泊者数の減少によ り 地域経済への効果も 減少し ている 。  

・ 以前よ り も 職員数が減少する 中で通常業務と の調整が困難と なっており 、 事業に従事する

職員の負担が増大。  

・ 一部ウ ォ ーカーから の多様な要望等への対応体制確保が困難。  

・ こ のよ う な状況から 、 実施本部各班から の大会後のアンケート において、 大会を現在の状

況に見合った形に整理し ていく べき ではないかと の声が複数あった。  

 

【 現状を受け検討し た事項】  

日本マーチングリ ーグ（ JML） の規約改定によ り 、 現在は１ 日のみのワ ンデー開催でも JML 

加盟は可能になっている （ なお来年度は JML の総会を鳥海ツ ーデーマーチで開催予定）。  

〇開催日数 

・ ツーデーマーチの本大会は土曜日ワ ンデーの開催へ。（ 現行の２ 日間開催から １ 日開催へ

集約）  

→日程集約によ り 参加者の集中と 賑わいの創出、会場設営・ 運営経費の削減を図る 。ま た、    

参加者サービス の向上やス タ ッ フ配置・ 安全管理の強化を行う  

→ワ ンデー開催と し ながら 、 日本マーチングリ ーグ（ JML） の加盟を継続し 、 全国へ遊佐の 

発信と 誘客を図る 。  

〇開催日程 

・ 例年通り 、 ９ 月第一土曜日の第一候補と する 。 令和 8 年度は 9/5（ 土） を開催日と する 。  

→残暑の影響を受けやすいため、 日程の変更も 検討し たが、 日程を後ろ倒し にする と ９ 月 

の遊佐町議会や稲刈り 時期と 重なり ９ 月中の開催は困難な状況。 10 月も 学校行事や町の

行事と 重なり 調整が困難である 。  

〇実施距離 

・ ９ 月第一土曜日開催だと 残暑が懸念さ れる ため、 距離は最大 20km程度と し（ 40km、 30km

は実施し ない）、 なおかつス タ ート 時間を早める 。  

〇その他 

 ・ ワ ンデーに集約し た分、 参加者のおも てなし の充実（ 給水所、 ゴール等） によ り 、 満足 

度の向上やリ ピータ ー増加につなげる 。  

 ・ 翌日も 遊佐町を楽し みたいと いう 方のために、 オプショ ナルツ アー等の充実を図る 。    

 →こ れま で月曜日に行っていた「 せっかく ウ オーク （ 鳥海山登山ツ アー）」 の日曜日開催 

や、 町内の湧水探索・ ジオサイ ト 巡り など 、 延泊し ても っと 遊佐の魅力を体験し たいと  

いう ニーズに対応する 。  

 

 



 

〇実施回数について  

 ・ 実施回数については、 こ れま でも こ れから も 遊佐町で実施する ウ ォ ーキング大会で

ある こ と から 引き 継いでいく 。（ 第 1 回と する のではなく 、 第 32 回と する 。）  

 

〇今後の予定 

 2/16（ 月）  奥の細道鳥海ツ ーデーマーチ実行委員会 臨時総会 

      （ 2 日→1 日開催についての説明及び承認、 名称の承認）  

 4 月中旬  実行委員会総会 

 5/1～  募集開始（ 広報折り 込み） ※令和７ 年度は、 5/15 から 募集を開始し ている  


